
 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの春へ 
校長 松尾 敦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月行事予定 

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

１ 水 
発育測定（６）  

学びのキャンパス上野動物園見学（２） 
１３ 月 読書活動（１６ひ） 

２ 木 保護者会(23ひ)  １４ 火  

３ 金 
保護者会(456) 5時間授業 

安全指導・安全点検 
１５ 水 国会議事堂見学（６） 

４ 土   １６ 木 ウクレレ教室発表会（１３：１０－） 

５ 日 
東京マラソン応援演奏（マッピーズ） 

※駒形橋西詰会場にて１０：３０頃演奏予定 
１７ 金 ５時間授業 ２：４０下校 

６ 月 クラブ活動 １８ 土  

７ 火 
水曜時程 ５時間授業（１～５） 

謝恩会(6) 
１９ 日  

８ 水 
森の中の展覧会始（ひ） 

森の中の展覧会鑑賞（ひ） 
２０ 月 卒業式予行練習（４５６） 

９ 木   ２１ 火  

１０ 金  ２２ 水 
給食終 卒業式前日準備 

卒業生歓送  送別の会 

１１ 土   ２３ 木 
卒業式  

（１～４年は休業日です） 

１２ 日 森の中の展覧会終（ひ） ２４ 金 修了式 

４月はじめの予定 

日 曜 行  事 

５ 水 
春季休業日終  

新年度、入学式準備（新６年登校） 

６ 木 
着任式 始業式 入学式 

※入学式には新１年生と６年生が参加します。 ２～５年生は 9:15ごろ下校です。 

７ 金 
発育測定（２～６年ひ） ５時間授業 

定期健康診断始 給食始（２～６年） 

◆３月行事予定◆ 

３月の目標 

1 年間のまとめをしよう 
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３月号 No. １１ 

令和５年３月１日 

台東区立松葉小学校 

校 長  松 尾  敦 

Tel ３８４１－２６２７ 

 

学校 だより 

出勤の際、地下鉄稲荷町駅の階段を上って地上に出ると、ちょうど正面が東の方角になります。近頃はきれいな朝

焼けが出迎えてくれるようになりました。日の出の時刻がどんどん早くなってきています。春の訪れを実感していま

す。松葉小校庭の梅の花も咲き始めました。 

学校は一年間のまとめの時期に入り、特に６年生は卒業式を迎えるまでにしな 

ければならないことを着々とやりこなしているところです。卒業文集の執筆や卒 

業式の準備・練習の他、算数科の学習内容は「算数卒業旅行」と題して小学生の 

間に学んだ算数の内容の総復習をしています。何をするにも「卒業」の二文字を 

意識しながらの取組です。６年生はどのような気持ちで松葉小を巣立っていこう 

としているのでしょうか。他の学年は、学習のまとめをしつつ次の学年へと進級 

する気持ちを高めています。「もうすぐ○年生になるんだ！」とうれしそうに話し 

かけてくれる様子からは、進級の喜びと期待を感じます。このように松葉小の子 

供たちはそれぞれの思いを胸に、早春の学校生活を送っています。また、先日は 

新１年生の保護者を対象とした入学説明会を実施しました。私は安心してお子さ 

んを預けていただけるように、松葉小の特色ある教育活動や本校の魅力、教職員 

が研究・研修等を通して頑張っていることなどをお話ししました。現在の１年生担任からは、日々１年生と学校生活

を共にしている立場から、入学までの間に準備しておいてほしいことや身に付けておくとよいことなどを説明しまし

た。保護者の皆様は説明をよく聞き、不明なところは熱心に質問してくださいました。我が子の小学校入学に向けて

一生懸命な気持ちを感じ取ることができました。このように、松葉小の子供たちも大人も、それぞれの立場で自分に

とっての新しい春に向かって準備を進めています。 

ところで今、棋界では藤井聡太王将と羽生善治九段が対決しています。この巻頭言を執筆している２月９日の時点

では藤井王将がやや優勢のようです。二人は過去 11回対戦し、藤井王将の９勝２敗となっています。羽生善治さん

は史上３人目となる中学生プロ棋士となって以降、1989年に初タイトルとなる竜王位を獲得、1996年２月には将棋

界初の全７タイトル（竜王・名人・王位・王座・棋王・王将・棋聖）独占を達成、そして 2017年 12月５日に 竜王

位を獲得し、史上初の永世七冠を達成という偉業の持ち主です。一方、羽生さんより 32歳若い藤井さんも立派な方

です。羽生さん同様中学生でプロ棋士となるや 29連勝し、19歳で最年少四冠記録を達成すると 20歳で王将のタイ

トルを獲得して最年少五冠記録を達成しました。これまでに数々の史上最年少記録を更新しています。藤井さんは若

く、頭脳は冴え渡り、まだまだ進化していく予感がします。羽生さんは既にさまざまなタイトルを獲得し、日本一と

言っても過言でない実績をもつ人です。それでも藤井さんのような新進気鋭の強豪に挑み続ける姿に感動し、尊敬し

ています。藤井さんも大先輩からの挑戦には大きなプレッシャーを感じていると思いますが、受け続け、勝ち越して

いるところが素晴らしいです。私はもちろんのこと、松葉小に携わる子供と大人の皆がこの二人を見ならって、それ

ぞれの春に向けてチャレンジ精神で取り組んでいくとよいと思っています。 



 

 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

２年生は、６年生と一緒に縄跳びをしました。 

向かい合って二人で跳ぶ「なかよし跳び」では、６年生が

優しく縄を回してくれて、リズムよく跳ぶことができまし

た。二重跳び対決では、２年生も６年生に負けず劣らず

びゅんびゅん跳びました。６年生のお兄さんお姉さんとの

良い思い出ができました。 

 

 ３年生は、６年生とチェッコリ玉入れをしました。 

 今回の送る会では、玉入れを楽しむ以外にも、玉や

カゴの準備や片付けをしたり、花のアーチを持って６年

生のお迎えやお見送りをしたりと、活躍の場が多くあり

ました。一人一人が自分の役割をもち、それをしっかり

と担うことができました。 

４年生は、フラフープリレーとフラフープ対決に挑みま

した。「６年生に負けないように頑張る。」という子供たち

は、休み時間を使ってたくさん練習していました。 

いつも６年生の背中を見ていた４年生は、もうすぐ高

学年になる意識が高まったように感じました。 

 ５年生は次期最高学年として、引継ぎの意味も込め

て参加しました。なかよし班活動で計画した６年生への

メッセージカード作りを中心となって進めました。時間を

かけて完成させたメッセージカードを、全校を代表して

６年生に渡すことができました。 

 ひまわり学級は、６年生と一緒に長縄跳びをしまし

た。「郵便屋さん」や「大波、小波」を体育館にいる皆で

歌い、そのリズムに合わせて長縄を跳びました。６年生

も一緒に跳んだ下学年も最後まで跳ぶことができたの

で、６年生との良い思い出ができました。 

６年生は、６年生を送る会委員が中心となり、各学年

との遊び（勝負？）の参加者を決めたり、全校へのプレ

ゼント作成の声かけをしたりしました。プレゼントの防犯

カーテンは、各教室のドア窓の大きさの採寸から取り組

み始め、なかよし班ごとにテーマを決め、心を込めて製

作しました。 

 

松葉小学校体育館にて 
松 

 

５年生は、しっかり６年生からバトンを受け継ぎ

ました。今年度はかっぱ橋道具街まつりでパレ

ードにも参加できました。3/5（日）には東京マラ

ソンの応援演奏があります。ご期待ください。 

５，６年生マッピーズ引継ぎ 

校庭にて 

１年生は、６年生と一緒にけん玉を楽しみました。 

６年生を囲んで緊張した様子でけん玉をする１年生でし

たが、上手に皿に乗せることができると、「乗ったよ！」

と６年生に伝えていました。会が終わって振り返りをし

たときには「楽しかった！」と喜んでいました。 


